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村
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し

て
は
、
第
５
次
宇
検
村
総
合
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
和

を
基
本
と
し
て
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、
安

ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
宇
検
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
や
り
甲
斐
の

あ
る
産
業
の
振
興
、
心
休
ま
る

医
療
・
福
祉
の
充
実
、
伸
び
や

か
な
子
ど
も
の
教
育
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
の
実
現
と
豊
か
な

自
然
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興

な
ど
新
た
な
施
策
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
村
民
が
元
気
で
「
住

ん
で
良
か
っ
た
」
と
言
え
る
村

づ
く
り
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　

本
村
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政

平成 27年度
施 政 方 針

　毎年、第１回目の村議会定例会での村長が表明す
る施政方針は、その年度における政策の方向性を示
すものです。
　今回、その施政方針の内容につきまして掲載いた
します。（※紙面の都合上一部抜粋）

整
備
事
業

 

●

 

●
行
財
政
改
革

 

●
は
じ
め
に

農
業
振
興

 

●

林
業
振
興

 

●

　　みんなで興す心豊かな宇検村の未来

宇検村

元田　信有
宇検村長

改
革
を
進
め
、
事
務
事
業
、
組

織
機
構
、
定
員
管
理
等
を
見
直

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
産
業
の
振
興
や
建

設
事
業
の
効
率
化
を
考
え
た
時
、

組
織
機
構
を
も
う
一
度
見
直
し

を
行
い
、
産
業
部
門
を
独
立
さ

せ
、
地
域
に
あ
っ
た
農
林
水
産

業
の
振
興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　　

県
道
に
つ
い
て
は
、
道
路
整

備
交
付
金
事
業
、
佐
念
工
区
に

て
、
佐
念
か
ら
タ
エ
ン
浜
間
の

道
路
改
良
事
業
を
要
望
し
て
参

り
ま
す
。
特
に
、
今
年
度
は
佐

念
集
落
の
ボ
ッ
ク
ス
暗
渠
の
改

修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

村
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
須
古
石
良
線
の
完
成
に
伴

い
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
村

道
「
宇
検
船
越
線
」
の
改
良
工

事
及
び
村
道
「
石
良
油
井
線
」

の
舗
装
補
修
工
事
に
着
手
す
る

計
画
で
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

屋
鈍
集
落
に
公
営
住
宅
１
棟
２

戸
を
建
設
し
ま
す
。
小
規
模
住

宅
は
湯
湾
地
区
に
補
助
で
１
戸

を
整
備
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
支
援
施
策
と
し
て
、

新
た
な
農
家
の
掘
り
起
こ
し
を

行
い
、「
人･

農
地
プ
ラ
ン
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
経
営
体
の
後

継
者
の
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
た
活
動
を
行
い
、
非
農
家･

団
体
等
か
ら
の
農
業
参
入
を
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
青
年
就

農
給
付
金
の
有
効
活
用
に
よ
る

新
規
農
家
の
育
成
、
既
存
農
家

に
つ
い
て
も
労
力
の
省
力
化
及

び
規
模
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

作
物
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
タ
ン
カ
ン
、
マ

ン
ゴ
ー
、
カ
ボ
チ
ャ
、
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
等
の
生
産
を
奨
励

し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
ン
ゴ
ー
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
農
家
の
努
力
に
よ
り
、「
か

ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
」

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
認

証
取
得
農
家
を
増
や
し
、
共
販

体
制
と
宇
検
マ
ン
ゴ
ー
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
保
全
は
、
村
域

全
体
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取

組
と
並
行
し
た
事
業
の
展
開
を

行
う
た
め
、国
立
公
園
化
に
な
っ

て
い
く
過
程
で
、守
る
べ
き
ゾ
ー

ン
と
、
資
源
と
し
て
活
用
す
る

ゾ
ー
ン
を
色
分
け
し
つ
つ
、
循

環
型
林
業
の
形
態
を
目
指
し
ま

す
。

　

県
営
林
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
林
道
佐
念
線
が
引
き
続

き
平
成
33
年
度
ま
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
じ
く
林
道
田
検

福
元
線
の
舗
装
工
事
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
計
画
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消
防

・
防
災

 
●

教
育
行
政

 

●

保
健
福
祉

 

●

水
産
振
興

 

●

平成 27 年度　施政方針

 

●
観
光
・
商
工
業

 

●
し
、
今
年
度
よ
り
一
部
舗
装
工

事
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

　

焼
内
湾
の
大
き
な
入
り
江
を

利
用
し
た
マ
グ
ロ
・
ク
ル
マ
エ

ビ
・
真
珠
の
養
殖
等
、
栽
培
型

漁
業
は
、
本
村
の
主
要
な
産
業

で
あ
り
、雇
用
創
出
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
の
経
済
に
及
ぼ

す
影
響
は
多
大
で
あ
る
の
で
、

企
業
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し

な
が
ら
、
生
産
力
の
向
上
に
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
観
光

と
交
流
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
赤
土
山
展
望
台

や
屋
鈍
地
区
園
地
な
ど
整
備
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
田

検
四
級
地
区
の
公
園
を
再
整
備

し
ま
す
。
一
方
、
う
け
ん
市
場

や
「
開
運
の
郷
」
を
利
用
し
、

焼
酎
工
場
や
黒
糖
工
場
の
見
学
・

野
球
場
周
辺
に
整
備
し
た
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
な
ど
、

観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
既
存
の

旅
館
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
都

会
の
方
々
に
自
然
や
農
作
業
体

験
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

ち
び
っ
子
体
験
事
業
等
を
通
じ

て
宇
検
村
の
良
さ
を
P
R
し
、

中
長
期
滞
在
型
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
参

り
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
、

村
内
に
あ
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
大

木
な
ど
を
利
用
し
、
ケ
ン
ム
ン

を
活
用
し
た
癒
し
の
空
間
な
ど

の
整
備
を
い
た
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
寝

た
き
り
及
び
認
知
症
な
ど
の
、

要
介
護
者
や
高
齢
者
・
障
害
者
・

ま
た
、
乳
幼
児
や
児
童
生
徒
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
多
様
化

し
、
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
こ
の
現
状
を
把
握
し
、

保
健
福
祉
の
観
点
か
ら
、
充
実

と
生
き
が
い
対
策
等
の
施
策
を

行
い
、
長
期
振
興
計
画
の
目
標

で
も
あ
る
「
穏
や
か
で
ぬ
く
も

り
の
あ
る
、
支
え
合
い
の
村
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

創
意
工
夫
・
努
力
を
行
い
な
が

ら
、
保
健
福
祉
行
政
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
時
の

対
応
に
消
防
団
の
組
織
力
を
最

大
限
に
生
か
し
、
防
火
・
防
災

及
び
救
急
活
動
の
迅
速
な
展
開

に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

消
防
団
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、

随
時
、
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
お
き
ま
し
た
火
災
被
害

は
、
村
に
と
り
ま
し
て
も
、
改

め
て
教
訓
に
す
べ
き
災
害
で
あ

り
ま
し
た
。
災
害
に
い
ち
早
く

対
応
す
る
た
め
に
、
各
集
落
に

組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組

織
で
の
各
種
初
期
訓
練
や
避
難

訓
練
等
の
実
施
・
各
消
防
分
団

の
施
設
の
整
備
点
検
を
行
い
ま

す
。

　

村
教
育
振
興
基
本
計
画
や
27

年
度
か
ら
始
ま
る
新
教
育
委
員

会
制
度
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未
来
（
あ

す
）
へ
は
ば
た
く　

心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
基

本
目
標
と
し
、
郷
土
の
自
然
や

歴
史
、
文
化
、
人
材
等
を
活
用

し
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
生

き
る
力
を
備
え
た
元
気
な
宇
検

村
の
子
供
の
育
成
を
目
指
し
、

「
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育

む
教
育
」「
確
か
な
学
力
の
定
着

と
個
性
の
伸
長
を
図
る
教
育
」

「
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
を
推
進
し
、
社
会
教
育
・

社
会
体
育
面
に
お
い
て
は
、
結

の
心
で
生
き
生
き
と
学
ぶ
活
力

あ
る
宇
検
村
民
の
育
成
を
目
標

と
し
て
、「
教
育
の
基
盤
づ
く
り

と
人
づ
く
り
を
進
め
る
生
涯
学

習
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
と
地

域
文
化
及
び
芸
術
活
動
の
振
興
」

を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
、

　

村
政
運
営
は
、
ま
だ
ま
だ
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

み
ん
な
で
豊
か
な
未
来
の
実
現

を
目
指
し
、産
業
の
振
興
、医
療
・

福
祉
・
教
育
の
充
実
、
世
界
遺

産
登
録
の
実
現
と
観
光
の
振
興

な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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　　     ケンムン公園
　　　　　　　２カ所完成！！

　新小勝トンネルの奄美市住用側の出入口近くに
ケンムンをモチーフにしたポケットパークが２カ
所完成しました。「ケンムンの棲む郷・うけん観光
ルート整備事業」によりガジュマル大木横と湧水
地「イジュンゴ」にケンムンの銅像とケンムン伝
説を伝える観光案内板のほか、ベンチやテーブル
を設置しました。今後、湯湾集落や田検集落など
村内に計６カ所の公園を設置する予定です。

2

3

　　     
　　　　　　　２カ所完成！！
1

　　　みんな一列になって
　　　　　　阿室小中学校　田植え

　４月 11 日（土）阿室小中学校敷地内にある田
んぼにおいて、恒例の稲作活動となっている田植
えが行われました。児童生徒 19 人は、阿室集落
の保枝久信さんを講師に、一列になって一生懸命
苗を植えていました。また、今年は平田集落の老
人クラブの皆さん 16 人が指導者として参加し、
植え方などをアドバイスしてもらい、協力しなが
ら、田植えを楽しんでいました。

　　　保枝  久信氏へ
　　　　　総務大臣感謝状贈呈

　長年にわたり行政相談委員を務めてこられた保
枝久信氏（阿室集落）が、平成 27 年３月 31 日
付けで退任することになり、総務大臣より感謝状
が贈呈されました。保枝氏は平成７年１月に本村
の行政相談委員へ委嘱されて以来、約 20 年にわ
たって村民の相談相手となり、行政サービスに対
する苦情や問い合わせなどの相談を受付け、助言
や問題解決等に尽力されました。
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6

　　　湯湾集落共同納骨堂
　　　　　「やすらぎの里」落成式

　４月 19 日（日）湯湾集落共同納骨堂「やすら
ぎの里」の落成式があり、約 200 名が出席しま
した。建設されたのは、前蔵墓地の隣で、敷地面
積は約 1,400 ㎡。納骨壇 190 基を備える納骨堂
と告別式などを行える広場が整備されました。落
成式の後には、総合体育館で祝賀会も開かれ、完
成を喜びました。村内で共同墓地の建設は、7 カ
所目となります。　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成 27 年度
　　　　　公民館講座開講式
　　　　
　４月 28 日（火）生涯学習センター「元気の出
る館」において、平成 27 年度公民館講座の開講
式が行われました。今年度はエアロビクス、歌謡、
木工の新規３講座を含む 17 講座に、延べ 229 名
の申込みがあり、昨年に比べ 71 人増えています。
開講式に参加した約 60 人は、これからはじまる
自分磨きの場に気持ちを新たにしていました。

　　　
　　　　　公民館講座開講式
5

　　　
　　　　　「やすらぎの里」落成式
4

　　　すくすくと育て玉黄金
　　　　　　端午一心会（田検集落）

　５月５日（日）田検集落主催の端午一心会が田
検小学校体育館で行われました。初節句を迎えた
新生児をお祝いする毎年恒例の集落行事となって
おり、今回は５人の新生児に賞状を手渡し、健や
かな成長を願いました。また、集落内４地区対抗
のミニ運動会も行われ、集まった約 70 人は多彩
な種目に汗を流し、会場はとても盛り上がってい
ました。
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